
(57)【要約】

【課題】内容物取り扱い構成部を備える容器において、

組立性を向上し、コスト低減するとともに、内容物取り

扱い構成部の汚れや破損を防止し、容器本体の外観デザ

イン性を向上すること。

【解決手段】開口を有する箱体１０と、該箱体１０の開

口に被着される蓋２０を容器材料に一体化し、且つ、該

容器材料の箱体構成部に連接する延長板３０（延長部）

にスプーン取り扱い構成部３１（内容物取り扱い構成部

）と、これに切り込み及び／又は折り線を介して連接し

て該スプーン取り扱い構成部３１を被覆する被覆板３５

（被覆部）とを有するようにした容器１Ａである。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
開 口 を 有 す る 箱 体 と 、 該 箱 体 の 開 口 に 被 着 さ れ る 蓋 を 容 器 材 料 に 一 体 化 し 、 且 つ 、 該 容 器
材 料 の 箱 体 構 成 部 に 連 接 す る 延 長 部 に 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 と 、 こ れ に 切 り 込 み 及 び ／ 又
は 折 り 線 を 介 し て 連 接 し て 該 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 を 被 覆 す る 被 覆 部 と を 有 す る よ う に し
た 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 を 設 け た 前 記 延 長 部 が 、 蓋 、 側 板 も し く は 底 板 の 何 れ か 一 つ に
連 接 し た 請 求 項 １ 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 容 器 材 料 が 板 紙 か ら な り 、 前 記 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 が 該 板 紙 に 設 け ら れ て い る 切 断
誘 導 線 に 沿 っ て 分 離 可 能 に さ れ 、 且 つ 、 該 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 に 設 け ら れ て い る 折 り 線
に 沿 っ て 該 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 を 折 り 上 げ 可 能 に す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 が ス プ ー ン で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 粉 末 洗 剤 等 を 収 容 す る 容 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
容 器 と し て 、 開 口 を 有 す る 箱 体 と 、 該 箱 体 の 開 口 に 封 着 さ れ る 封 止 材 を 、 単 一 の 容 器 材 料
に 一 体 化 し 、 該 封 止 材 に ス プ ー ン 構 成 部 を 設 け た も の が あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 計 量 カ ッ プ 付 容 器 と し て 、 ボ ー ル 紙 又 は 類 似 の 材 料 か ら な る 平 板 状 の 原 板 に 切 り 込
み 及 び 折 れ 線 等 を 形 成 し て 本 体 部 を 構 成 し 、 こ の 本 体 部 の 側 縁 に ミ シ ン 目 で 切 り 取 り 可 能
で か つ 切 り 取 り 後 に 組 み 立 て て 三 角 柱 の 計 量 カ ッ プ 部 を 構 成 し 、 本 体 部 を 組 み 立 て て 容 器
本 体 を 形 成 後 に 内 容 物 取 出 口 を 含 む 容 器 本 体 の 角 部 に カ ッ プ 部 を 組 立 て た 計 量 カ ッ プ を 嵌
合 で き る よ う に 構 成 し た も の が あ る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ９ ７ ６ ６ ５ （ ３ 頁 、 図 ４ ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
実 開 平 ３ － ４ ５ ８ ４ （ １ 頁 、 第 １ 図 、 第 ５ 図 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
特 許 文 献 １ で は 、 箱 体 の 開 口 に 被 着 さ れ る 蓋 を 、 該 箱 体 と 別 体 に し て お り 、 容 器 の 全 体 の
組 立 が 複 雑 に な り 、 コ ス ト 高 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
特 許 文 献 ２ で は 、 計 量 カ ッ プ 部 が 容 器 本 体 部 の 外 側 に 露 出 し て 設 け ら れ る た め 、 容 器 の 流
通 時 に 計 量 カ ッ プ 部 が 汚 れ た り 、 破 損 す る お そ れ が あ る し 、 計 量 カ ッ プ 部 が 容 器 本 体 の 表
面 を 覆 っ て 外 観 デ ザ イ ン 性 を 損 な う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 を 備 え る 容 器 に お い て 、 組 立 性 を 向 上 し 、 コ ス ト
低 減 す る と と も に 、 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 の 汚 れ や 破 損 を 防 止 し 、 容 器 本 体 の 外 観 デ ザ イ
ン 性 を 向 上 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 は 、 開 口 を 有 す る 箱 体 と 、 該 箱 体 の 開 口 に 被 着 さ れ る 蓋 を 容 器 材 料 に 一 体
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化 し 、 且 つ 、 該 容 器 材 料 の 箱 体 構 成 部 に 連 接 す る 延 長 部 に 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 と 、 こ れ
に 切 り 込 み 及 び ／ 又 は 折 り 線 を 介 し て 連 接 し て 該 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 を 被 覆 す る 被 覆 部
と を 有 す る よ う に し た 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ） （ 図 １ ～ 図 ３ ）
容 器 １ Ａ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 如 く 、 開 口 １ ０ Ａ を 有 す る 箱 体 １ ０ と 、 箱 体 １ ０ の 開 口 １
０ Ａ に 被 着 さ れ る 蓋 ２ ０ を 、 単 一 の 容 器 材 料 に 一 体 化 し 、 蓋 ２ ０ の 張 出 フ ラ ッ プ １ ５ （ 蓋
構 成 部 ） に 連 接 す る 延 長 板 ３ ０ （ 延 長 部 ） に ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ （ 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部
） と 、 こ れ に 切 り 込 み 及 び ／ 又 は 折 り 線 を 介 し て 連 接 し て 該 ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ を 被 覆 す
る 被 覆 板 ３ ５ （ 被 覆 部 ） と を 有 し 、 粉 末 洗 剤 等 を 内 容 物 と し て 収 容 可 能 と す る も の で あ る
。 容 器 １ Ａ は 、 箱 体 １ ０ と 蓋 ２ ０ が 単 一 の 容 器 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ て い て 密 封 で き 、 封
止 材 を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
容 器 材 料 と し て は 、 板 紙 だ け 、 又 は 板 紙 を 主 材 料 と し て ポ リ エ チ レ ン 等 の プ ラ ス チ ッ ク フ
ィ ル ム を ラ ミ ネ ー ト し た 素 材 を 採 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
箱 体 １ ０ は 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 正 面 板 １ １ 、 底 板 １ ２ 、 背 面 板 １ ３ 、 蓋 板 １ ４ 、 張 出 フ ラ
ッ プ １ ５ を 折 り 罫 線 を 介 し て 互 い に 連 接 し 、 底 板 １ ２ と 蓋 板 １ ４ の そ れ ぞ れ の 両 端 辺 に 折
り 罫 線 を 介 し て 糊 付 フ ラ ッ プ １ ６ 、 １ ７ を 連 接 し 、 背 面 板 １ ３ の 両 端 辺 に 折 り 罫 線 を 介 し
て 内 側 板 １ ８ を 連 接 し 、 正 面 板 １ １ の 両 端 辺 に 折 り 罫 線 を 介 し て 外 側 板 １ ９ を 連 接 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
箱 体 １ ０ は 、 正 面 板 １ １ 、 底 板 １ ２ 、 背 面 板 １ ３ 、 蓋 板 １ ４ を 胴 巻 き 状 に 折 り 曲 げ 、 蓋 板
１ ４ に 連 接 し て あ る 張 出 フ ラ ッ プ １ ５ を 折 り 曲 げ て こ の 張 出 フ ラ ッ プ １ ５ を 正 面 板 １ １ の
上 端 辺 寄 り で そ の 表 面 に 糊 付 け す る 。 更 に 、 底 板 １ ２ と 蓋 板 １ ４ に 連 接 し て あ る 糊 付 フ ラ
ッ プ １ ６ 、 １ ７ を 折 り 曲 げ 、 背 面 板 １ ３ に 連 接 し て あ る 内 側 板 １ ８ を 折 り 曲 げ て こ の 内 側
板 １ ８ を 糊 付 フ ラ ッ プ １ ６ 、 １ ７ の 表 面 に 糊 付 け し 、 正 面 板 １ １ に 連 接 し て あ る 外 側 板 １
９ を 折 り 曲 げ て こ の 外 側 板 １ ９ を 糊 付 フ ラ ッ プ １ ６ 、 １ ７ の 表 面 と 内 側 板 １ ８ の 表 面 に 糊
付 け す る こ と に て 、 封 止 状 態 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
尚 、 箱 体 １ ０ へ の 内 容 物 の 装 填 は 、 正 面 板 １ １ 、 底 板 １ ２ 、 背 面 板 １ ３ 、 蓋 板 １ ４ の 両 端
辺 の う ち の 一 方 の 端 辺 の 側 で 糊 付 フ ラ ッ プ １ ６ 、 １ ７ 、 内 側 板 １ ８ 、 外 側 板 １ ９ を 上 述 の
如 く に 互 い に 糊 付 け し た 後 、 そ れ ら の 他 方 の 端 辺 の 側 で 糊 付 フ ラ ッ プ １ ６ 、 １ ７ 、 内 側 板
１ ８ 、 外 側 板 １ ９ を 同 じ く 互 い に 糊 付 け す る 前 に 行 な う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
箱 体 １ ０ は 、 蓋 板 １ ４ の 両 側 小 幅 部 １ ４ Ｂ に 挟 ま れ る 部 分 を 蓋 片 １ ４ Ａ と し 、 蓋 板 １ ４ が
連 接 し て い る 背 面 板 １ ３ の 上 端 片 寄 り の 一 部 に そ れ ら の 蓋 片 １ ４ Ａ 、 両 側 小 幅 部 １ ４ Ｂ の
そ れ ぞ れ に 連 続 す る 蓋 片 １ ３ Ａ 、 両 側 小 幅 部 １ ３ Ｂ を 形 成 す る 。 ま た 、 蓋 板 １ ４ に 連 接 し
て い る 張 出 フ ラ ッ プ １ ５ に は 、 そ れ ら の 蓋 片 １ ４ Ａ 、 両 側 小 幅 部 １ ４ Ｂ の そ れ ぞ れ に 連 続
す る 突 片 １ ５ Ａ 、 両 側 小 幅 部 １ ５ Ｂ が 形 成 さ れ る 。 蓋 片 １ ３ Ａ 、 １ ４ Ａ と 突 片 １ ５ Ａ が 前
述 し た 蓋 ２ ０ を 形 成 す る 。 箱 体 １ ０ は 、 張 出 フ ラ ッ プ １ ５ の 両 側 小 幅 部 １ ５ Ｂ を 前 述 し た
正 面 板 １ １ の 上 端 片 寄 り の 表 面 に 前 面 糊 付 け し 、 突 片 １ ５ Ａ を 正 面 板 １ １ の 上 端 片 寄 り の
表 面 に 引 き 剥 が し 容 易 に 貼 り 付 け る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
箱 体 １ ０ は 、 張 出 フ ラ ッ プ １ ５ に お い て 、 突 片 １ ５ Ａ と そ の 両 側 の 小 幅 部 １ ５ Ｂ と の 間 に
、 ミ シ ン 目 等 の 引 裂 き 誘 導 線 ２ １ を 設 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 蓋 板 １ ４ で は 、 蓋 片 １ ４ Ａ と そ の 両 側 の 小 幅 部 １ ４ Ｂ と の 間 に 、 表 裏 ２ 本 の 互 い に
平 行 を な す よ う に 離 隔 さ れ た 半 切 線 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ を 設 け 、 半 切 線 ２ ２ Ａ は 蓋 板 １ ４ の 表
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面 の 表 面 層 に 、 突 片 １ ５ Ａ の 引 裂 き 誘 導 線 ２ １ に つ な が る よ う に 設 け ら れ 、 半 切 線 ２ ２ Ｂ
は 蓋 板 １ ４ の 裏 面 の 表 面 層 に 、 半 切 線 ２ ２ Ａ よ り 蓋 片 １ ４ Ａ の 内 側 に 位 置 付 け ら れ て 設 け
ら れ る 。 蓋 片 １ ４ Ａ を 両 側 小 幅 部 １ ４ Ｂ か ら 引 裂 い た と き 、 半 切 線 ２ ２ Ａ と 半 切 線 ２ ２ Ｂ
の 間 の 表 面 の 側 の 表 面 層 が 蓋 片 １ ４ Ａ の 側 に 残 っ て 封 止 部 １ ６ Ａ と な り 、 半 切 線 ２ ２ Ａ と
半 切 線 ２ ２ Ｂ の 間 の 裏 面 の 側 の 表 面 層 が 両 側 小 幅 部 １ ４ Ｂ の 側 に 残 っ て 封 止 部 １ ６ Ａ が 着
座 す る た め の 着 座 部 １ ６ Ｂ に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 背 面 板 １ ３ で は 、 蓋 片 １ ３ Ａ と そ の 両 側 の 小 幅 部 １ ３ Ｂ と の 間 に 、 表 裏 ２ 本 の 互 い
に 平 行 を な す よ う に 離 隔 さ れ た 半 切 線 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ を 設 け 、 半 切 線 ２ ３ Ａ は 背 面 板 １ ３
の 表 面 の 表 面 層 に 、 蓋 片 １ ４ Ａ の 半 切 線 ２ ２ Ａ に つ な が る よ う に 設 け ら れ 、 半 切 線 ２ ３ Ｂ
は 背 面 板 １ ３ の 裏 面 の 表 面 層 に 、 半 切 線 ２ ３ Ａ よ り 蓋 片 １ ３ Ａ の 内 側 に 位 置 付 け ら れ て 設
け ら れ る 。 背 面 板 １ ３ に お い て 、 両 側 の 半 切 線 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ が 設 け ら れ て い る 端 部 に 挟
ま れ る 部 分 に は 、 ヒ ン ジ 罫 線 ２ ４ が 設 け ら れ る 。 蓋 片 １ ３ Ａ を 両 側 小 幅 部 １ ３ Ｂ か ら 引 裂
い た と き 、 半 切 線 ２ ３ Ａ と 半 切 線 ２ ３ Ｂ の 間 の 表 面 の 側 の 表 面 層 が 蓋 片 １ ３ Ａ の 側 に 残 っ
て 封 止 部 １ ７ Ａ と な り 、 半 切 線 ２ ３ Ａ と 半 切 線 ２ ３ Ｂ の 間 の 裏 面 の 側 の 表 面 層 が 両 側 小 幅
部 １ ３ Ｂ の 側 に 残 っ て 封 止 部 １ ７ Ａ が 着 座 す る た め の 着 座 部 １ ７ Ｂ （ 不 図 示 ） に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
し か る に 、 箱 体 １ ０ は 、 張 出 フ ラ ッ プ １ ５ の 先 端 辺 に ミ シ ン 目 等 の 引 裂 き 誘 導 線 ３ ２ を 介
し て 、 延 長 板 ３ ０ を 連 接 し 、 延 長 板 ３ ０ に ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ を 備 え る 。 延 長 板 ３ ０ は 正
面 板 １ １ の 表 面 に 点 状 に 糊 付 け さ れ 、 容 易 に 剥 離 可 能 な 状 態 で 正 面 板 １ １ に 添 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ は 、 延 長 板 ３ ０ に 設 け ら れ て い る 貫 通 切 込 み 線 又 は 半 切 り 線 の 切 断 誘
導 線 ３ ３ に 沿 っ て 分 離 可 能 に さ れ 、 ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ 自 体 に 設 け ら れ て い る 折 線 ３ １ Ａ
に 沿 っ て ス プ ー ン （ 不 図 示 ） を 折 り 上 げ 形 成 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
更 に 、 箱 体 １ ０ は 、 延 長 板 ３ ０ （ ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ ） の 外 縁 に 切 り 込 み 又 は 折 り 線 ３ ４
を 介 し て 、 ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ を 被 覆 す る 被 覆 板 ３ ５ （ 被 覆 部 ） を 備 え る 。 被 覆 板 ３ ５ は
延 長 板 ３ ０ の 表 面 の ４ つ の コ ー ナ ー 部 に 付 し た 糊 ３ ６ に よ り 延 長 板 ３ ０ に 剥 離 容 易 な 状 態
で 添 設 さ れ る 。 こ の と き 、 延 長 板 ３ ０ の 被 覆 板 ３ ５ か ら 遠 い 側 の コ ー ナ ー 部 に 切 欠 き ３ ７
を 設 け て お け ば 、 こ の 切 欠 き ３ ７ に 指 先 を 差 し 入 れ て 被 覆 板 ３ ５ を 剥 離 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
被 覆 板 ３ ５ の 表 面 に は 製 品 標 章 「 Ａ 」 等 を 記 載 し 、 裏 面 に は 製 品 説 明 書 「 Ｂ 」 等 を 記 載 で
き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
容 器 １ Ａ は 以 下 の 如 く に 使 用 さ れ る 。
（ １ ） 被 覆 板 ３ ５ を 延 長 板 ３ ０ （ ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ ） の 表 面 か ら 剥 離 し 、 こ の 被 覆 板 ３
５ を 折 り 線 ３ ４ ま わ り に 展 開 す る 。 被 覆 板 ３ ５ の 裏 面 に 記 載 の 製 品 説 明 書 の 説 明 に 従 い 、
延 長 板 ３ ０ を 正 面 板 １ １ の 表 面 か ら 剥 離 す る と と も に 、 引 裂 き 誘 導 線 ３ ２ に 沿 っ て 張 出 フ
ラ ッ プ １ ５ か ら 切 離 す る 。 図 ２ は 延 長 板 ３ ０ が 切 離 さ れ た 箱 体 １ ０ 及 び 蓋 ２ ０ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ２ ） 延 長 板 ３ ０ か ら 切 断 誘 導 線 ３ ３ に 沿 っ て ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ を 分 離 し 、 ス プ ー ン 構
成 部 ３ １ の 折 り 線 ３ １ Ａ を 折 り 込 ん で ス プ ー ン （ 不 図 示 ） を 折 り 上 げ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ３ ） 突 片 １ ５ Ａ に 開 き 操 作 力 を 加 え て こ れ を 引 裂 き 誘 導 線 ２ １ に 沿 っ て 両 側 小 幅 部 １ ５
Ｂ か ら 引 裂 い て 引 き 上 げ る 。 突 片 １ ５ Ａ は 正 面 板 １ １ か ら 引 き 剥 が さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ４ ） 突 片 １ ５ Ａ に 連 な る 蓋 片 １ ４ Ａ が 半 切 線 ２ ２ Ａ 、 ２ ２ Ｂ に 沿 っ て 両 側 小 幅 部 １ ４ Ｂ
か ら 層 間 剥 離 さ れ 、 更 に 蓋 片 １ ３ Ａ が 半 切 線 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ に 沿 っ て 両 側 小 幅 部 １ ３ Ｂ か
ら 層 間 剥 離 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 蓋 ２ ０ （ 蓋 片 １ ３ Ａ 及 び 蓋 片 １ ４ Ａ ） が 開 か れ 、 箱 体 １
０ に 開 口 １ ０ Ａ が 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ５ ） 前 述 （ ２ ） の ス プ ー ン を 用 い て 箱 体 １ ０ の 洗 剤 を 計 量 し 小 出 し す る 。
（ ６ ） ス プ ー ン を 箱 体 １ ０ に 入 れ 、 蓋 ２ ０ に よ り 箱 体 １ ０ を 再 封 止 し 、 再 使 用 に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
蓋 ２ ０ の 一 部 が 蓋 片 １ ３ Ａ に よ り 背 面 板 １ ３ の 内 部 に ま で 延 在 す る か ら 、 開 口 １ ０ Ａ を 拡
張 し 、 箱 体 １ ０ の 内 部 へ の ス プ ー ン の 挿 入 等 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
蓋 ２ ０ に よ る 開 口 １ ０ Ａ の 再 封 止 時 に は 、 突 片 １ ５ Ａ を 開 口 １ ０ Ａ 内 で あ る 正 面 板 １ １ の
裏 面 に 上 端 辺 よ り で 差 し 込 む と 、 蓋 片 １ ３ Ａ 、 １ ４ Ａ の 前 述 し た 封 止 部 １ ６ Ａ 、 １ ７ Ａ が
、 両 側 小 幅 部 １ ３ Ｂ 、 １ ４ Ｂ の 側 の 着 座 部 １ ６ Ｂ 、 １ ７ Ｂ に 着 座 し 、 紙 容 器 １ の 密 封 性 を
高 め る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
蓋 ２ ０ の 再 開 封 時 に は 、 正 面 板 １ １ の 上 端 中 央 部 が 三 日 月 形 に 切 り 欠 い て い る た め 、 蓋 ２
０ の 蓋 片 １ ４ Ａ と 突 片 １ ５ Ａ が 連 接 さ れ る 折 り 罫 線 部 に 指 を か け る こ と が 可 能 と な り 、 開
封 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 以 下 の 作 用 が あ る 。
▲ １ ▼ 箱 体 １ ０ と 蓋 ２ ０ を 単 一 の 容 器 材 料 に 一 体 化 し 、 か つ 該 容 器 材 料 に ス プ ー ン 構 成 部
３ １ も 設 け た 。 従 っ て 、 単 一 の 容 器 材 料 に よ り 、 箱 体 １ ０ だ け で な く 、 蓋 ２ ０ も ス プ ー ン
構 成 部 ３ １ も 一 体 で 一 挙 に 組 上 げ る こ と が で き 、 封 止 材 等 を 格 別 に 設 け る 必 要 も な く 、 組
立 性 も 向 上 し 、 コ ス ト 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
▲ ２ ▼ 容 器 材 料 を 板 紙 と し た 。 そ し て 、 板 紙 の 切 断 誘 導 線 ３ ３ に 沿 っ て ス プ ー ン 構 成 部 ３
１ を 分 離 し 、 ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ に 設 け た 折 り 線 ３ １ Ａ に 沿 っ て ス プ ー ン を 組 上 げ 可 能 と
す る も の で あ り 、 ス プ ー ン を 簡 易 に 組 立 て で き る 。 ま た 、 容 器 材 料 を 板 紙 と し た か ら 、 廃
棄 段 階 で 容 易 に 破 っ た り 丸 め る 等 に よ っ て 廃 棄 容 積 を 小 さ く し 、 焼 却 性 も 良 く 、 或 い は 再
生 紙 と し て の 再 利 用 性 も 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
▲ ３ ▼ ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ を 被 覆 す る 被 覆 板 ３ ５ を 容 器 材 料 に 一 体 化 し た か ら 、 容 器 １ Ａ
の 流 通 時 に お け る ス プ ー ン 構 成 部 ３ １ の 損 傷 、 汚 損 を 防 止 で き る 。 ま た 、 被 覆 板 ３ ５ の 表
面 に は 製 品 標 章 等 を 記 載 し た り 、 裏 面 に は 製 品 説 明 書 等 を 記 載 す る こ と に よ り 、 使 用 者 の
利 便 性 を 高 め 、 か つ 容 器 １ Ａ の 外 観 デ ザ イ ン 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ） （ 図 ４ 、 図 ５ ）
容 器 １ Ｂ は 、 図 ４ 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 開 口 ４ ０ Ａ （ 不 図 示 ） を 有 す る 箱 体 ４ ０ と 、 箱 体 ４
０ の 開 口 ４ ０ Ａ に 被 着 さ れ る 蓋 ５ ０ を 、 単 一 の 容 器 材 料 に 一 体 化 し 、 箱 体 ４ ０ の 側 板 ４ ２
（ 箱 体 構 成 部 ） に 糊 付 フ ラ ッ プ ４ １ を 介 し て 連 接 す る 延 長 板 ６ ０ （ 延 長 部 ） に ス プ ー ン 構
成 部 ６ １ （ 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 ） と 、 こ れ に 切 り 込 み 及 び ／ 又 は 折 り 線 を 介 し て 連 接 し
て 該 ス プ ー ン 構 成 部 ６ １ を 被 覆 す る 被 覆 板 ６ ５ （ 被 覆 部 ） と を 有 し 、 粉 末 洗 剤 等 を 内 容 物
と し て 収 容 可 能 と す る も の で あ る 。 容 器 １ Ｂ は 、 箱 体 ４ ０ と 蓋 ５ ０ が 単 一 の 容 器 材 料 に よ
っ て 構 成 さ れ て い て 密 封 で き 、 封 止 材 を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
容 器 材 料 と し て は 、 板 紙 だ け 、 又 は 板 紙 を 主 材 料 と し て ポ リ エ チ レ ン 等 の プ ラ ス チ ッ ク フ
ィ ル ム を ラ ミ ネ ー ト し た 素 材 を 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
箱 体 ４ ０ は 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 糊 付 フ ラ ッ プ ４ １ 、 側 板 ４ ２ 、 正 面 板 ４ ３ 、 側 板 ４ ４ 、 背
面 板 ４ ５ 、 イ ン ナ ー ス リ ー ブ 板 ４ ６ ～ ４ ８ を 折 り 罫 線 を 介 し て 互 い に 連 接 し て い る 。 側 板
４ ２ 、 正 面 板 ４ ３ 、 側 板 ４ ４ 、 背 面 板 ４ ５ の 上 下 辺 に は そ れ ぞ れ 、 天 板 ４ ２ Ａ 、 ４ ３ Ａ 、
４ ４ Ａ 、 ４ ５ Ａ と 底 板 ４ ２ Ｂ 、 ４ ３ Ｂ 、 ４ ４ Ｂ 、 ４ ５ Ｂ が 連 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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箱 体 ４ ０ に お い て 、 側 板 ４ ２ 、 正 面 板 ４ ３ 、 側 板 ４ ４ 、 背 面 板 ４ ５ 、 イ ン ナ ー ス リ ー ブ 板
４ ６ ～ ４ ８ の 裏 面 に は そ れ ら の 連 接 方 向 に カ ッ ト テ ー プ ４ ９ が 予 め 貼 り 込 ま れ て い る 。 切
り 込 み ４ ９ Ａ か ら 切 れ 線 ４ ９ Ｂ ま で 、 カ ッ ト テ ー プ ４ ９ の 一 端 を つ ま ん で 表 面 側 に 引 張 る
と 、 正 面 板 ４ ３ と 側 板 ４ ２ 、 ４ ４ が そ れ ら の 上 部 に お い て ２ つ に 切 り 裂 か れ る 。 背 面 板 ４
５ の カ ッ ト テ ー プ ４ ９ の レ ベ ル に は ヒ ン ジ ４ ５ Ｃ と し て 機 能 す る 折 り 罫 線 が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
容 器 １ Ｂ に あ っ て は 、 側 板 ４ ２ 、 正 面 板 ４ ３ 、 側 板 ４ ４ の そ れ ぞ れ の 裏 面 側 に イ ン ナ ー ス
リ ー ブ 板 ４ ６ ～ ４ ８ を 重 ね 合 わ せ た ２ 重 壁 と な る よ う に 側 板 ４ ２ 、 正 面 板 ４ ３ 、 側 板 ４ ４
、 背 面 板 ４ ５ 、 イ ン ナ ー ス リ ー ブ ４ ６ ～ ４ ８ を 巻 き 折 り し 、 糊 付 フ ラ ッ プ ４ １ を 背 面 板 ４
５ の 表 面 に 外 貼 り す る 。 次 に 、 底 板 ４ ２ Ｂ ～ ４ ５ Ｂ を 折 り 込 ん で 互 い に 糊 付 し 、 内 容 物 を
充 填 後 、 天 板 ４ ２ Ａ ～ ４ ５ Ａ を 折 り 込 ん で 互 い に 接 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
し か る に 、 箱 体 ４ ０ は 、 側 板 ４ ２ の 糊 付 フ ラ ッ プ ４ １ に ミ シ ン 目 等 の 引 裂 き 誘 導 線 ６ ２ を
介 し て 、 延 長 板 ６ ０ を 連 接 し 、 延 長 板 ６ ０ に ス プ ー ン 構 成 部 ６ １ を 備 え る 。 延 長 板 ６ ０ は
、 背 面 板 ４ ５ の 表 面 に 点 状 に 糊 付 け さ れ 、 容 易 に 剥 離 可 能 な 状 態 で 背 面 板 ４ ５ に 添 設 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ス プ ー ン 構 成 部 ６ １ は 、 延 長 板 ６ ０ に 設 け ら れ て い る 貫 通 切 り 込 み 線 又 は 半 切 り 線 の 切 断
誘 導 線 ６ ３ に 沿 っ て 分 離 さ れ 、 ス プ ー ン 構 成 部 ６ １ 自 体 に 設 け ら れ て い る 折 線 ６ １ Ａ に 沿
っ て ス プ ー ン （ 不 図 示 ） を 折 り 上 げ 形 成 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
更 に 、 箱 体 ４ ０ は 、 延 長 板 ６ ０ （ ス プ ー ン 構 成 部 ６ １ ） の 外 縁 に 切 り 込 み 又 は 折 り 線 ６ ４
を 介 し て 、 ス プ ー ン 構 成 部 ６ １ を 被 覆 す る 被 覆 板 ６ ５ （ 被 覆 部 ） を 備 え る 。 被 覆 板 ６ ５ は
延 長 板 ６ ０ の 表 面 の ４ つ の コ ー ナ ー 部 に 付 し た 糊 ６ ６ に よ り 延 長 板 ６ ０ に 剥 離 容 易 な 状 態
で 添 設 さ れ る 。 こ の と き 、 延 長 板 ６ ０ の 被 覆 板 ６ ５ か ら 遠 い 側 の コ ー ナ ー 部 に 切 欠 き ６ ７
を 設 け て お け ば 、 こ の 切 欠 き ６ ７ に 指 先 を 差 し 入 れ て 被 覆 板 ６ ５ を 剥 離 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
被 覆 板 ６ ５ の 表 面 に は 製 品 標 章 「 Ａ 」 等 を 記 載 し 、 裏 面 に は 製 品 説 明 書 「 Ｂ 」 等 を 記 載 で
き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
容 器 １ Ｂ は 以 下 の 如 く に 使 用 さ れ る 。
（ １ ） 被 覆 板 ６ ５ を 延 長 板 ６ ０ （ ス プ ー ン 構 成 部 ６ １ ） の 表 面 か ら 剥 離 し 、 こ の 被 覆 板 ６
５ を 折 り 線 ６ ４ ま わ り に 展 開 す る 。 被 覆 板 ６ ５ の 裏 面 に 記 載 の 製 品 説 明 書 の 説 明 に 従 い 、
延 長 板 ６ ０ を 背 面 板 ４ ５ の 表 面 か ら 剥 離 す る と と も に 、 引 裂 き 誘 導 線 ６ ２ に 沿 っ て 糊 付 け
フ ラ ッ プ ４ １ か ら 切 離 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ ２ ） 延 長 板 ６ ０ か ら 切 断 誘 導 線 ６ ３ に 沿 っ て ス プ ー ン 構 成 部 ６ １ を 分 離 し 、 ス プ ー ン 構
成 部 ６ １ の 折 り 線 ６ １ Ａ を 折 り 込 ん で ス プ ー ン （ 不 図 示 ） を 折 り 上 げ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ ３ ） カ ッ ト テ ー プ ４ ９ を 切 り 込 み ４ ９ Ａ か ら 切 れ 線 ４ ９ Ｂ ま で 引 っ 張 り 、 正 面 板 ４ ３ と
側 板 ４ ２ 、 ４ ４ の 上 部 を 切 り 裂 く 。 こ れ に よ り 、 箱 体 ４ ０ に 開 口 ４ ０ Ａ が 形 成 さ れ 、 天 板
４ ２ Ａ ～ ４ ５ Ａ 並 び に 正 面 板 ４ ３ 、 背 面 板 ４ ５ 及 び 側 板 ４ ２ 、 ４ ４ の 上 部 が 蓋 ５ ０ に な り
、 蓋 ５ ０ は ヒ ン ジ ４ ５ Ｃ ま わ り に 回 動 し て 開 口 ４ ０ Ａ を 開 通 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ ４ ） 前 述 （ ２ ） の ス プ ー ン を 用 い て 箱 体 ４ ０ の 洗 剤 を 計 量 し 小 出 し す る 。
（ ５ ） ス プ ー ン を 箱 体 ４ ０ に 入 れ 、 蓋 ５ ０ に よ り 箱 体 ４ ０ を 再 封 止 し 、 再 使 用 に 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 以 下 の 作 用 が あ る 。
▲ １ ▼ 箱 体 ４ ０ と 蓋 ５ ０ を 単 一 の 容 器 材 料 に 一 体 化 し 、 か つ 該 容 器 材 料 に ス プ ー ン 構 成 部
６ １ も 設 け た 。 従 っ て 、 単 一 の 容 器 材 料 に よ り 、 箱 体 ４ ０ だ け で な く 、 蓋 ５ ０ も ス プ ー ン
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構 成 部 ６ １ も 一 体 で 一 挙 に 組 上 げ る こ と が で き 、 封 止 材 等 を 格 別 に 設 け る 必 要 も な く 、 組
立 性 も 向 上 し 、 コ ス ト 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
▲ ２ ▼ 容 器 材 料 を 板 紙 と し た 。 そ し て 、 板 紙 の 切 断 誘 導 線 ６ ３ に 沿 っ て ス プ ー ン 構 成 部 ６
１ を 分 離 し 、 ス プ ー ン 構 成 部 ６ １ に 設 け た 折 り 線 ６ １ Ａ に 沿 っ て ス プ ー ン を 組 上 げ 可 能 と
す る も の で あ り 、 ス プ ー ン を 簡 易 に 組 立 て で き る 。 ま た 、 容 器 材 料 を 板 紙 と し た か ら 、 廃
棄 段 階 で 容 易 に 破 っ た り 丸 め る 等 に よ っ て 廃 棄 容 積 を 小 さ く し 、 焼 却 性 も 良 く 、 或 い は 再
生 紙 と し て の 再 利 用 性 も 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
▲ ３ ▼ ス プ ー ン 構 成 部 ６ １ を 被 覆 す る 被 覆 板 ６ ５ を 容 器 材 料 に 一 体 化 し た か ら 、 容 器 １ Ｂ
の 流 通 時 に お け る ス プ ー ン 構 成 部 ６ １ の 損 傷 、 汚 損 を 防 止 で き る 。 ま た 、 被 覆 板 ６ ５ の 表
面 に は 製 品 標 章 等 を 記 載 し た り 、 裏 面 に は 製 品 説 明 書 等 を 記 載 す る こ と に よ り 、 使 用 者 の
利 便 性 を 高 め 、 か つ 容 器 １ Ｂ の 外 観 デ ザ イ ン 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ 第 ３ 実 施 形 態 ） （ 図 ６ 、 図 ７ ）
容 器 １ Ｃ は 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 開 口 ７ ０ Ａ （ 不 図 示 ） を 有 す る 箱 体 ７ ０ と 、 箱 体 ７
０ の 開 口 ７ ０ Ａ に 被 着 さ れ る 蓋 ８ ０ を 、 単 一 の 容 器 材 料 に 一 体 化 し 、 箱 体 ７ ０ の 背 面 板 ７
５ （ 箱 体 構 成 部 ） に 糊 付 フ ラ ッ プ ７ ６ を 介 し て 連 接 す る 延 長 板 ９ ０ （ 延 長 部 ） に ス プ ー ン
構 成 部 ９ １ （ 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 ） と 、 こ れ に 切 り 込 み 及 び ／ 又 は 折 り 線 を 介 し て 連 接
し て 該 ス プ ー ン 構 成 部 ９ １ を 被 覆 す る 被 覆 板 ９ ５ （ 被 覆 部 ） と を 有 し 、 粉 末 洗 剤 等 を 内 容
物 と し て 収 容 可 能 と す る も の で あ る 。 容 器 １ Ｃ は 、 箱 体 ７ ０ と 蓋 ８ ０ が 単 一 の 容 器 材 料 に
よ っ て 構 成 さ れ て い て 密 封 で き 、 封 止 材 を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
容 器 材 料 と し て は 、 板 紙 だ け 、 又 は 板 紙 を 主 材 料 と し て ポ リ エ チ レ ン 等 の プ ラ ス チ ッ ク フ
ィ ル ム を ラ ミ ネ ー ト し た 素 材 を 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
箱 体 ７ ０ は 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 糊 付 フ ラ ッ プ ７ １ 、 側 板 ７ ２ 、 正 面 板 ７ ３ 、 側 板 ７ ４ 、 背
面 板 ７ ５ 、 糊 付 フ ラ ッ プ ７ ６ を 折 り 罫 線 を 介 し て 互 い に 連 接 し て い る 。 側 板 ７ ２ 、 正 面 板
７ ３ 、 側 板 ７ ４ 、 背 面 板 ７ ５ の 上 下 辺 に は そ れ ぞ れ 、 天 板 ７ ２ Ａ 、 ７ ３ Ａ 、 ７ ４ Ａ 、 ７ ５
Ａ と 底 板 ７ ２ Ｂ 、 ７ ３ Ｂ 、 ７ ４ Ｂ 、 ７ ５ Ｂ が 連 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
箱 体 ７ ０ に お い て 、 糊 付 フ ラ ッ プ ７ １ 、 側 板 ７ ２ 、 正 面 板 ７ ３ 、 側 板 ７ ４ 、 背 面 板 ７ ５ の
裏 面 に は そ れ ら の 連 接 方 向 に カ ッ ト テ ー プ ７ ９ が 予 め 貼 り 込 ま れ て い る 。 切 り 込 み ７ ９ Ａ
か ら 切 れ 線 ７ ９ Ｂ ま で 、 カ ッ ト テ ー プ ７ ９ の 一 端 を つ ま ん で 表 面 側 に 引 張 る と 、 正 面 板 ７
３ と 側 板 ７ ２ 、 ７ ４ が そ れ ら の 上 部 に お い て ２ つ に 切 り 裂 か れ る 。 背 面 板 ７ ５ の カ ッ ト テ
ー プ ７ ９ の レ ベ ル に は ヒ ン ジ ７ ５ Ｃ と し て 機 能 す る 折 り 罫 線 が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
容 器 １ Ｃ に あ っ て は 、 側 板 ７ ２ 、 正 面 板 ７ ３ 、 側 板 ７ ４ 、 背 面 板 ７ ５ を 巻 き 折 り し 、 糊 付
フ ラ ッ プ ７ １ を 背 面 板 ７ ５ の 裏 面 に 内 貼 り し 、 糊 付 フ ラ ッ プ ７ ６ を 側 板 ７ ２ の 表 面 に 外 貼
り す る 。 次 に 、 底 板 ７ ２ Ｂ ～ ７ ５ Ｂ を 折 り 込 ん で 互 い に 糊 付 け し 、 内 容 物 を 充 填 後 、 天 板
７ ２ Ａ ～ ７ ５ Ａ を 折 り 込 ん で 互 い に 接 着 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
し か る に 、 箱 体 ７ ０ は 、 背 面 板 ７ ５ の 糊 付 フ ラ ッ プ ７ ６ に ミ シ ン 目 等 の 引 裂 き 誘 導 線 ９ ２
を 介 し て 、 延 長 板 ９ ０ を 連 接 し 、 延 長 板 ９ ０ に ス プ ー ン 構 成 部 ９ １ を 備 え る 。 延 長 板 ９ ０
は 、 側 板 ７ ２ の 表 面 に 点 状 に 糊 付 さ れ 、 容 易 に 剥 離 可 能 な 状 態 で 側 板 ７ ２ に 添 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ス プ ー ン 構 成 部 ９ １ は 、 延 長 板 ９ ０ に 設 け ら れ て い る 貫 通 切 り 込 み 線 又 は 半 切 り 線 の 切 断
誘 導 線 ９ ３ に 沿 っ て 分 離 さ れ 、 ス プ ー ン 構 成 部 ９ １ 自 体 に 設 け ら れ て い る 折 り 線 ９ １ Ａ に
沿 っ て ス プ ー ン （ 不 図 示 ） を 折 り 曲 げ 形 成 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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更 に 、 箱 体 ７ ０ は 、 延 長 板 ９ ０ （ ス プ ー ン 構 成 部 ９ １ ） の 外 縁 に 切 り 込 み 又 は 折 り 線 ９ ４
を 介 し て 、 ス プ ー ン 構 成 部 ９ １ を 被 覆 す る 被 覆 板 ９ ５ （ 被 覆 部 ） を 備 え る 。 被 覆 板 ９ ５ は
延 長 板 ９ ０ の 表 面 の ４ つ の コ ー ナ ー 部 に 付 し た 糊 ９ ６ に よ り 延 長 板 ９ ０ に 剥 離 容 易 な 状 態
で 添 設 さ れ る 。 こ の と き 、 延 長 板 ９ ０ の 被 覆 板 ９ ５ か ら 遠 い 側 の コ ー ナ ー 部 に 切 欠 き ９ ７
を 設 け て お け ば 、 こ の 切 欠 き ９ ７ に 指 先 を 差 し 入 れ て 被 覆 板 ９ ５ を 剥 離 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
被 覆 板 ３ ５ の 表 面 に は 製 品 標 章 「 Ａ 」 等 を 記 載 し 、 裏 面 に は 製 品 説 明 書 「 Ｂ 」 等 を 記 載 で
き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
容 器 １ Ｃ は 以 下 の 如 く に 使 用 さ れ る 。
（ １ ） 被 覆 板 ９ ５ を 延 長 板 ９ ０ （ ス プ ー ン 構 成 部 ９ １ ） の 表 面 か ら 剥 離 し 、 こ の 被 覆 板 ９
５ を 折 り 線 ９ ４ ま わ り に 展 開 す る 。 被 覆 板 ９ ５ の 裏 面 に 記 載 の 製 品 説 明 書 の 説 明 に 従 い 、
延 長 板 ９ ０ を 側 板 ７ ２ の 表 面 か ら 剥 離 す る と と も に 、 引 裂 き 誘 導 線 ９ ２ に 沿 っ て 糊 付 フ ラ
ッ プ ７ ６ か ら 切 離 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ ２ ） 延 長 板 ９ ０ か ら 切 断 誘 導 線 ９ ３ に 沿 っ て ス プ ー ン 構 成 部 ９ １ を 分 離 し 、 ス プ ー ン 構
成 部 ９ １ の 折 り 線 ９ １ Ａ を 折 り 込 ん で ス プ ー ン （ 不 図 示 ） を 折 り 上 げ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ ３ ） カ ッ ト テ ー プ ７ ９ を 切 り 込 み ７ ９ Ａ か ら 切 れ 線 ７ ９ Ｂ ま で 引 張 り 、 正 面 板 ７ ３ と 側
板 ７ ２ 、 ７ ４ の 上 部 を 切 り 裂 く 。 こ れ に よ り 、 箱 体 ７ ０ に 開 口 ７ ０ Ａ が 形 成 さ れ 、 天 板 ７
２ Ａ ～ ７ ５ Ａ 並 び に 正 面 板 ７ ３ 、 背 面 板 ７ ５ 及 び 側 板 ７ ２ 、 ７ ４ の 上 部 が 蓋 ８ ０ に な り 、
蓋 ８ ０ は ヒ ン ジ ７ ５ Ｃ ま わ り に 回 動 し て 開 口 ７ ０ Ａ を 開 閉 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ ４ ） 前 述 （ ２ ） の ス プ ー ン を 用 い て 箱 体 ７ ０ の 洗 剤 を 計 量 し 小 出 し す る 。
（ ５ ） ス プ ー ン を 箱 体 ７ ０ に 入 れ 、 蓋 ８ ０ に よ り 箱 体 ７ ０ を 再 封 止 し 、 再 使 用 に 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 以 下 の 作 用 が あ る 。
▲ １ ▼ 箱 体 ７ ０ と 蓋 ８ ０ を 単 一 の 容 器 材 料 に 一 体 化 し 、 か つ 該 容 器 材 料 に ス プ ー ン 構 成 部
９ １ も 設 け た 。 従 っ て 、 単 一 の 容 器 材 料 に よ り 、 箱 体 ７ ０ だ け で な く 、 蓋 ８ ０ も ス プ ー ン
構 成 部 ９ １ も 一 体 で 一 挙 に 組 上 げ る こ と が で き 、 封 止 材 等 を 格 別 に 設 け る 必 要 も な く 、 組
立 性 も 向 上 し 、 コ ス ト 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
▲ ２ ▼ 容 器 材 料 を 板 紙 と し た 。 そ し て 、 板 紙 の 切 断 誘 導 線 ９ ３ に 沿 っ て ス プ ー ン 構 成 部 ９
１ を 分 離 し 、 ス プ ー ン 構 成 部 ９ １ に 設 け た 折 り 線 ９ １ Ａ に 沿 っ て ス プ ー ン を 折 り 上 げ 可 能
と す る も の で あ り 、 ス プ ー ン を 簡 易 に 組 立 て で き る 。 ま た 、 容 器 材 料 を 板 紙 と し た か ら 、
廃 棄 段 階 で 容 易 に 破 っ た り 丸 め る 等 に よ っ て 廃 棄 容 積 を 小 さ く し 、 焼 却 性 も 良 く 、 或 い は
再 生 紙 と し て の 再 利 用 性 も 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
▲ ３ ▼ ス プ ー ン 構 成 部 ９ １ を 被 覆 す る 被 覆 板 ９ ５ を 容 器 材 料 に 一 体 化 し た か ら 、 容 器 １ Ｃ
の 流 通 時 に お け る ス プ ー ン 構 成 部 ９ １ の 損 傷 、 汚 損 を 防 止 で き る 。 ま た 、 被 覆 板 ９ ５ の 表
面 に は 製 品 標 章 等 を 記 載 し た り 、 裏 面 に は 製 品 説 明 書 等 を 記 載 す る こ と に よ り 、 使 用 者 の
利 便 性 を 高 め 、 か つ 容 器 １ Ｃ の 外 観 デ ザ イ ン 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 を 備 え る 容 器 に お い て 、 組 立 性 を 向 上 し 、 コ ス ト
低 減 す る と と も に 、 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 の 汚 れ や 破 損 を 防 止 し 、 容 器 本 体 の 外 観 デ ザ イ
ン 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 第 １ 実 施 形 態 の 容 器 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 容 器 の 開 蓋 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 図 ３ は 容 器 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 第 ２ 実 施 形 態 の 容 器 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 容 器 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 第 ３ 実 施 形 態 の 容 器 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 容 器 の 展 開 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ Ａ 、 １ Ｂ 、 １ Ｃ 　 容 器
１ ０ 、 ４ ０ 、 ７ ０ 　 箱 体
１ ０ Ａ 、 ４ ０ Ａ 、 ７ ０ Ａ 　 開 口
２ ０ 、 ５ ０ 、 ８ ０ 　 蓋
３ ０ 、 ６ ０ 、 ９ ０ 　 延 長 板 （ 延 長 部 ）
３ １ 、 ６ １ 、 ９ １ 　 ス プ ー ン 構 成 部 （ 内 容 物 取 り 扱 い 構 成 部 ）
３ １ Ａ 、 ６ １ Ａ 、 ９ １ Ａ 　 折 り 線
３ ３ 、 ６ ３ 、 ９ ３ 　 切 断 誘 導 線
３ ５ 、 ６ ５ 、 ９ ５ 　 被 覆 板 （ 被 覆 部 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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